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1.　日常生活，家庭生 活におい て人 間が行なう作業 の

大部 分は上肢 の運動 を中心 とする。これ ら作業 のうちで

「さげる」は よくみら れ る 動作であ り，重い もので も

比較的 持ちやすい持 ち方 と思 われ る。 ゆえ にそ の「 さげ

や すさ」 について の条件 を人 間工学的 に研究す るこ とは

非常に有効であ ると考 えられる。そこで我 々は物 をさげ

る場合のさげや すい状 態及 びさげや すい さげ手について

実験を行ない，い くらかの知見を得たので報告する。

2.　さげやすい条 件は力 のでや すい条件 にほぼ一致 す

ると考 えられる。そこ で各種条件 におけ る「ひ っぱ り」

の最大力 をストレイ ン・ゲ ージ を使 用し た力量 計及びＰ

Ｌ 型抵抗線測定器を用いて電気的 に測定し た。 但し， さ

げ手 につい ては，石 膏で作った円形 のもの（φ22,   26,

32,  38.5 mm ）及びその他を用いた。

3.　巾　手 くびを自然にさげた時の「ひっぱり力」 と

さげ手 が床面に対し て平行である時のそれ とでは，その



最大力 にあまリ差がない。

(2） 片手 のみでさげ手 をひっぱるよりも，両手 に

それぞれ力をいれて同時にひっぱる方 がひっぱ り力 は大

となる。

(3) 標準的大きさの手掌におい て，力 ので やすい

さげ手の太さは，円形のもので直径26  mm ～32.5 mm で

あ る。
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